


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
― 中津川さんが「障がい者アート」の世界に関わるよう
になったきっかけを教えていただけますか 
日本障害者芸術文化協会（1994 年設立）がエイブル・アー

ト・ジャパンと名称変更をして、活性化した時代に知り合い

に誘われたんですよ 

はい、もちろんです。関わって 30 年ぐらいですね。僕、

職業は画家ですから、よく個展をしていたギャラリーで、

「アート・アンド・デイケア」という企画展をやっていま

した。精神病院に通って、患者さんと一緒に作品を作り、

アドバイスをする。保健所のデイケアに来ているうつ病等

の人たちと一緒に、作品を作るということを定期的に 2 年

間ぐらいやりました。 

ちょうどその頃、「日本障害者芸術文化協会」っていうの

があったんですけども、それが、2000 年 6 月に、「エイブ

ル・アート・ジャパン」と名前を変え、活性化した時代だ

ったんですよ。その立ち上げの

時に、たまたま僕の知り合いが

関わっていて、「中津川さんも

こういうの好きでしょ」みたい

に誘われて、ボランティアで展

示を手伝いました。 

2001 年には、全国公募展の

審査員をやったり、ちょうどそ

の頃、＊１「工房集
しゅう

」が開設す

る前で、展覧会を手伝ったとき

に、「新しい施設を作るので、

ちょっと一緒にやってくれま

せんか」と言われて、「建築計

画」に加わり、「模型を見なが

らのミーティング」、「保護者説明会」に参加しました。ア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ート活動する施設を建てますということを保護者の方々に

説明する訳です。 

当時は今ほど、障がいがある人たちのアート活動って、

社会的に全然認められていなかった時代なので、親御さん

は大反対で、もう怒鳴られたり、泣かれたり、そういう中 

で関わるようになったというのが、そもそもの始まりです。 

その後、「工房集」の展覧会を僕が全部ディレクションす

るっていう流れになって、アートディレクターとして、展

覧会を年間に５、６本、いろんなところで開催するように

なって、もう 20 年ぐらいですね。その間に、いろんなとこ

ろから声がかかって、他の施設もみるようになり、専門学

校でデザインやアートについて教えたりしていました。 

その中で、美術の枠を超えて、福祉や障がい者アートに

どんどん深くかかわるようになりました。 

デザイン専門学校では、いろ

いろなワークショップを行っ

ていたので、それをうまく、障

がいがある人たち、あるいは福

祉スタッフ向けにやってきて、

作家とスタッフを育てるとい

うことを同時にやってきまし

た。それはいまだに続いていま

す。 

 

― 福祉施設でアート活動をするって、親御さんの理解を
得るのは大変ですよね 
福祉施設でアート活動をすることの意味が全然伝わらない。

でも僕らは表現活動を仕事にする運動を始めた 

そうですね。日本の場合はアートとかに生活が全然絡ん

でないでしょう。一般的にも。だから、アート活動に対す

るイメージが全然沸かないんですよね。自分の子どもは重

度で、もう言葉もしゃべれない。そのぐらいの重たい人た

ちがアート活動なんかできるはずがないって思っている。 

そういう流れの中で、まあ逆風の中で、何人かの人たち

がちゃんとブロックしてくれて、だんだんその活動が順調

になっていくにしたがって、重度の人たちの作品が売れた

り、評価される。それによって、その当人が元気になった

り、表情がない人たちの表情が出てきたりとか、明らかに

変化が出てくるのを見て、批判的だった親御さんたちが、

衣食住のサポートが福祉だと思っていたけど、やっぱり生

きる力とか豊かな生活とか公言することが人間にとって大 

切で、それをサポートするのが本来の在り方ではないかと

いう、人間が生きていくうえで、当たり前のことに気がつ 

 

きます。それまでは生きてくだけで精一杯、「感謝しなさい」

ぐらいの感じだったものがね。 

実際、福祉の中で何が行われているかというと、衣食住

のサポートなんですよね。基本的にはそのサポートでこと

足りてしまうっていうのがあって、障がいがあってもなく

ても豊かな生活をするっていうのは、ほんとに夢物語みた

いな感じだったんですよね。だけど、そういう夢物語を実

現していく中で、障がいがある人がそれによってめっちゃ

生き生きしてくるとか、そういう変化をみんな目の当たり

にして、驚愕して、「これ福祉の一番大切なところなんじゃ

ない」って気付いてある意味、すごく変わってきたんです。 

重度の人たちが工場の孫請け仕事みたいなものをやって

いると、たとえばボールペンの組み立てとか、箱折りとか。

そうすると、重度の人たちだから能率悪いわけですよ。一

日みんな頑張ってもそんなお金にはならない。おまけに返

品率がすごく高い、それはもう健常の人がやるのと比べれ

ば、雑だったり、集中力も続かなかったりするので、一生

懸命やっても「あんたのとこ本当に返品多くて困るよ」み

たいな嫌味を言われたりする。 

でも、重度の障がいがある人でも絵はみんな描ける。絵

というか、「ぐるぐる」したりとかね。ちょうどその頃、冒

頭でお話した「エイブル・アート・ジャパン」が活動し始

めたのを見て、こういうことを仕事にできるし、そういう

運動が今あるよねっていうので、工房集の前身の人たちは

僕らの活動によって、通所者が表現活動することで、それ

が仕事になるんじゃないかと考え、それを仕事にする運動

を始めたっていう感じなんですよね。 

 

― この小田原、足柄でアート活動する施設を始められた
きっかけは 

認定 NPO 法人アール・ド・ヴィーヴル理事長になることに

なる萩原美由紀さんと出会ったことです 

工房集で、僕が最初に関わった時は、５、６人ぐらい絵

を描いていたけど、今は多分 200 人近い人たちがみんなな

んらかの創作活動をするような施設に変わってきたんで

すよね。付き合いは、もう 27、８年ぐらいになります。障

がいがある人の表現をめぐる僕らの活動が注目される中で、

当法人の萩原美由紀さんと小田原で出会って、僕のディレ

クションした展覧会を見て、僕が小田原の人だっていうの

を知ってコンタクトを取ってくれて、「小田原にも障がい

がある人たちのアート活動できるような施設を作りたい

んです」と相談されたのが、ちょうど 10 年ぐらい前です

ね。通常、福祉施設がアート活動をやり始める一般的なパ

ターンは、大きな法人があって、その中の一部をアート活

動に特化する感じだとスムーズにいきやすいんですよ。ま

あ、メンバーさんを集める必要もないですから。だけど、

「アール・ド・ヴィーヴル」の場合はもう何もないところ

から作ることになったんです。 

じゃあ、いろいろ考えてやりましょうってことになって、

月２回の障がいがある人たち向けのワークショップを定期

的に開催することにしました。その活動を見える化して、

社会に発信していって、それで NPO をまず作って寄付を受

けやすくして、地域連携をつくって、それでだんだんお金

が貯まってきたら、福祉施設を作るというロードマップを

作って。5 年前に就労 B 型の福祉施設を作ったんですよね。 

―そういう流れがあって今になってる。なかなかできない
ことですね。 

萩原さんは NPO をたちあげるときに必要な組織をつくる

ためのネットワークを持ったすごい人だった 

いやあ、できないです。やっぱりその NPO を作る時も、

どういう人を理事になってもらうのかとか、そういうこと

も含めて大変です。要するに当事者のお母さんたちだけじ

ゃなくて、たとえば、地域のことをよく知っている方、医

療、福祉、法律、教育関係とか、そういう人たちにも協力

を得られると、地元で活動への支援も受けやすくなるので

とても大切なことです。 

そうしたら萩原さんが、そういう人たち「全員、理事に

なってくれました」と言うので、もうびっくりでした。 

「すごい、この人」と思って。これなら絶対できると思っ

たんですよね。萩原さんは、「ひよこの会」っていうダウン

症の親の会の会長さんで教育委員もやられていて（当時）

地域の繋がり、ネットワークをすでに持っていたんですね。

それで、ちゃんと NPOもでき

て、普通だったら考えられな

いような人たちが理事にな

ってくれて。そうすると社会

的信用度も上がりますし、活

動もしやすくなります。 

 

―やっぱり、中津川さんのような専門家がいても、一般的
にはそういう組織を作っていかないといけないんですね 
そうですね。そうすると周りの見る目も変わってくるし、そ

ういう中で、だんだんだんだんワークショップに来る人たち

も増えてきました。 

最初はダウン症の子どもたちだけだったのが、自閉症も

そうだし、車椅子の人たちもって、だんだん受け入れるよ

うになって、広がってきました。それでこう、新しく B 型

の施設を作るときには、そういう人たちも入所して、通え

るようになるというので、それは、大変ですけど、だんだ

ん利用者さんが増えて、今に至るっていう感じです。 

現在はその B 型プラス生活介護という、さらに重度の人

たち、車椅子とか、そういう重たい人たちにも通ってもら

って、アート活動をする。アートを仕事にしているんです。 

（次号に続く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

ウイズコロナ、ポストコロナの時代 

 市民活動、ＮＰＯ活動、社会貢献活動はどうあるべきか 

先駆の人を訪ねて 第 6回 

認定 NPO 法人アール・ド・ヴィーヴル/障害福祉サービス事業所アール・ド・

ヴィーヴル（生活介護・就労継続支援 B 型） アートディレクター・理事 

 

 

中津川浩章（なかつがわ ひろあき）さん  

 

福祉施設でアート活動をするということ 

  

 

 

シリーズ第６回は、「先駆の人」として、画家で、アートディレクタ

ーの中津川浩章さんを足柄の施設のカフェ「art de vivre」を訪ね

て、通所スタッフが運んできた、ガトーショコラとコーヒーを頂きな

がら、90分余り取材をさせていただきました。 
中津川さんは、画家としてご活躍され、作品発表をされること

はもちろん、数多くの展覧会のディレクションや、ワークショップ

を全国で精力的に展開されています。 

今回は、そんな中津川さんに、特にご縁の深い「障がい者アー

ト」の視点から、「福祉施設において、いかにアートを仕事とする

仕組みをつくっていったか」、「アール・ド・ヴィーヴルの取組」、

「障がいがある人と社会との関係」などを伺いました。 

     聞き手は、望月則男、船越英一 2022年４月 14日 

 

＊１工房集は埼玉県川口市にある福祉施設で、社会福祉法人みぬま福祉会を利用する

メンバーの表現プロジェクトを社会につなげるための活動拠点として 2002 年に開設 

＊２「アール・ブリュット」とは「生の芸術」を意味するフランス語である。その解

釈は人によってさまざまだが、「正規の美術教育を受けていない人による芸術」「既存

の美術潮流に影響されない表現」などと説明されることが多い。 

 

認定NPO法人 

アール・ド・ヴィーヴル 

の皆さんの作品が神奈川県の 

「ともいきアートサポート事業」 

の一環で展示されています。 

○会期７月７日（木）まで  

○場所ブランチ茅ケ崎２ 

サンノイチ及び 

２階エントランス 

（茅ヶ崎市浜見平 3-1） 

－2－ 

 

－3－ 

 

施設に併設されているカフ

ェ「art de vivre」 

カフェは、火、木曜日 

１３時から１５時まで営業 

お伺いした日に、カフェの壁面に展

示されていた作品。気になりました 

 

ガトーショコラ!!  

お皿もかわいい!! 

 

 

作品は入れ替えがあります 

みんな、アートを仕事としている 

編集・文責・写真：船越英一 

作品の展示方法も工夫している 

①その表現活動を仕事にする !!  

 

 


